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長２７１ー参考資料３より抜粋

この分科会ではこの部分について審議



時間予測モデルについて
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Shimazaki and Nakata(1980)に使われた室津港の隆起データは以下のとおり。
1707年宝永地震：  1.8m 
1854年安政地震：  1.2m 
1946年昭和南海地震： 1.15m

〇室津港の隆起量データの誤差に関することについては、長期評価部会・海溝型分科会（第二期）で審議
・宝永地震、安政地震の隆起量：余効変動による誤差、潮汐による誤差、測定方法による誤差
・昭和南海地震の隆起量（港測深データ）：測定位置による誤差、測定方法による誤差、余効変動の誤差
・昭和南海地震の隆起量（水準測量）：測定位置による誤差、余効変動の誤差
・最終的に、各データの重みも考慮して、平均隆起速度とその誤差について見積もることを目標

時間予測モデルに用いる室津港の隆起量データについて

橋本ほか(2024)より抜粋
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長期確率評価手法検討分科会（第二期）に当面検討してもらいたい事項の確認
２つのパラメータ（Ｔ(μ)、α）のばらつきが
ある場合の式の作成
• ずれの量に関するデータ（Ｕ）の誤差がある場合の時間

予測モデルから計算される発生確率の式の作成
 ＝ベイズ信用区間（95%or98%）推定も考慮した
 抽象的な式のイメージ（アルゴリズム）の作成
• Ｔ（μ）については、正規分布／一様分布を想定
• αのばらつきが分かっている場合／分かっていない場合

でも対応できるような式

「長期的な地震発生確率の評価手法について」より抜粋
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